
1 目的
この運動は、「第11次大分県交通安全計画」 (令不E
3～ 7年度)に基づき、県民一人ひとりに交通安全知
識の普及と交通安全意識の高揚を超るための県民総ぐ

るみの運動を展開し、交通事故を抑止することを目的

とする。

2 期間 令不[6年 4月 1日 l月)から
翌年3月 34日 l月 )ま での 1年 F日日

3 スローガン
優しいマナーと思いやりの運転県おおいた
4 運動の推進事項
○死亡・重傷事故等重大事故の抑止
●横断歩道での交通ルールの遵守とマナーアップの推進
。自転車等の安金利用の促進
●夕暮れ時と夜間の交通事故防止
●全ての座席のシートベルトの着用と

チャイルドシートの正しい使用の徹底
○高齢者とこどもの交通事故防止
。高齢者とこどもの安全な通行の確保
●参加体験型教育など、効果的な交通安全教育の実施
。運転に不安を覚える高齢者への支援・助言

○飲酒運転の根絶 ～飲酒運転を許さない気運の醸成～

。罰則や危険性の周矢[など、飲酒運転根絶に向けた啓発の強化
。欲酒運転を発見したときの通報努力義務の周知
0アルコール依存症の怖さや相談窓□の周知

5 運動の推進方法
(1)期間を定めて行う運動
0春の全国交通安全運動
・……………4月 6日 lttl～ 4月 15日 l月)までの10日 間
。おおいた夏の事故ゼロ運動
・…………・・7月 12日0～ 7月 18日 lttlまでの7日間
●秋の全国交通安全運動
・……………9月 21日 lttl～ 9月 30日 l月)ま での10日 間
●おおいた冬の事故ゼロ運動
……………Ⅲ12月 11日 lアkl～ 42月 17日明までの7日間

(2)日を定めて行う運動
●交通マナーアップの日
・……………毎月1日
●県民交通安全日・飲酒運転根絶県民運動の日
・………………毎月20日

(3)特月」に強化期間を定めて行う運動等
。自転車月間
・……………5月中
●交通安全県民大会
・…………・・9月 6日⑥
●飲酒運転根絶キャンペーン
・………………12月 4日 l日 )～ 42月 20日 lttl
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令和 6年 春号 (4月 発行・第169号 )

当協会では、交通安全汚動の貝オ源とするため賛助会員又は寄幽を募集しています。

令和 5年中は皆様からの浄財をもとに、交通安全教室などを子供や高齢者などに対し、1,077回開催 (54,075名が
受講)するなど、多くの交通安全活動を実施することができました。皆様のご理解 。ご協力に感謝申し上げます。
また、当協会に対する寄附金や法人からの賛助会費|よ特定公益増進法人に対する寄附金として税制上の優遇もあ

りますので、詳しくは当協会事務局 (ao97-532-0845)ま でお問い合わせください。

当協会の活動に賛同し、令和 5年中にご入会いただいた法人をご紹介します。ありがとうございました。 (敬称略・順不同)
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賛助会員入会募集中

～ 賛助会員のご紹介 ～
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～ 寄附者のご紹介 ～
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警察本部長怠謝状の贈三
令和 5年中の県下の交通事故は、発生件数、魚傷
者数ともに19年連続で減少し、特に、死者数は、統

計資料が現存する昭和27年以降、令和 4年に続き最
少の32人に抑止することができました。

令和 6年 1月 22日 、種田英明警察本部長は、その

功労に姑し、深甚なる感謝の意を表され当協会をは

じめとする関係機関・団体に対して感謝状を贈られ

ました。

また、同年 1月 29日 、大分県女性 ドライバー協議

会等に汁しましては、幸野俊行交通部長から感謝状

が贈られました。

令和 6年 春号 (4月 発行 。第169号 )

真ェ鍵会会シエア,4紳八貸作品の1舒介
大分県警察主催、 (公貝オ)大分県交通安全協会共催による交通安全シエア川柳の作
品募集をした結果、応募資格のある県内在住の65歳以上の方々から405点の応募をい

ただきました。厳正に審査した結果、次の方々の作品が入選し、 3月 7日大分県警察

本部において表彰式が行われましたので紹介いたします。おめでとうございました。

☆最優秀賞●渡る人 親と思うち 見守ろう
☆優秀賞 ●免許退納 始めは抵抗 いま宴`む
0「はっ !」 とした 転ばぬ九の 退納蜘

☆特別賞 ●爺の約 孫と揃いの え射材
●渡薇ると 思うな足は ついてこん
0お ばあちゃん もう赤だよと 孫が手を
0思いやり はに片す 麦ことば
0し ょわねえと 思う問もなく 来る単

令不B6年 2月 9日 (金 )、 杵築日出警察署において、
(―社)日本損害保険協会ブ)｀ ら大分県交通安全協会杵築
日出支部に自転車シミュレータ 1台が寄贈されました。
大分損保会会長 木暮賢児様から「交通安全孝女室等に汚

用して、地域の交通事故防止に役立ててください。」と

の挨拶があり、三浦杵

築日出支部長は、「念

願の白転車シミュレー

タを寄贈していただき
ありがたい。しっア)ヽ り

洒用させていただきま

す。」と謝辞を述べ感

謝状を贈呈しました。
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嘘謡辟誤釜10⊂瓦地醸透笏受章おめでとうございます

鰈

運動期間 :令和 6年 4月 6日 (土)～ 4月 15日 (月 )
※4月 10日 (水)は 「交通事故死ゼロを目指す日」です
※一斉行動日は4月 10日 (水 )

☆運動の重点
1 こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と安全な横断方法の実践
●歩行者も交通ルールを守ろう !みんなで安全確認 !

新学期が始まる春、こどもの交通事故が多発しています。横断歩道では、必ず止まり、右と左をよく見て、車が

来ていないことを確かめてから渡りましよう。こどもに限らず、歩行者の違反による交通事故も多発しています。

信号無視は絶対にダメ !走行する車の直前・直後の横断はやめましょう。

●通学路等における見守り活動を行いましよう !地域 。家庭で通学路等の安全を確認

通学路や生活道路における見守り活動を行いましょう。安全運動期間中に地功や家庭で話し合い、交通安全につ

いて理解を深めましょう。

生活道路では、最高速度30キロの区功規制と「スムーズ横断歩道」等の適切な組み合わせによる「ゾーン30プ

ラス」の整備など、人優先の安全・安心な通行空間を目指して対策を進めています。

2 歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ ゆずり合いJ運転の励行
●横断歩道は歩行者優先 !「思いやり。ゆずり合い」運転を心がけましょう

横断歩道は歩行者優先です。運転者には横断歩道手前での減速義務や停止義務

があります。歩行者の横断を妨げないようにしましょう。歩行者や他の車両に対

する「思いやり。ゆずり合い」の気持ちを持つて運転しましよう。

●飲酒運転を絶対にしない !させない !あおり運転はやめよう !

飲酒運転やあおり運転 (妨害運転)は極めて悪質で危険な犯罪です。アルコー
ルは少量の摂取でも安全運転に必要な情報処理能力、注意力、判断力などを低下

させ、交通事故の危険を高めます。お酒を飲んだら絶対に車を運転してはいけま

せん。あおり運転もやめましよう。

3 自転車・ 電動キックボード等利用時のヘルメット着用と交通ルールの連守
0自転車利用者。電動キックボード等利用者はヘルメット着用 !

自転車 。電動キックボード等の交通事故では頭部を負傷することが多く、ヘル

メット非着用時の致死率は着用時と比べて高くなつています。自転車・電動キッ

クボード等の利用者は、必ずヘルメットを着用しましょう。

●自転車。電動キックボード等利用時も交通ルールを守ろう !

自転車 。電動キッ
`7ボ

ード等を利用する際には、交通ルールを正しく理解し、

守りましょう。自転車・電動キッ
`7ボ

ード等は車道通行が原則です。スマート

フォン等を操作しながらの運転は、危険ですので絶対にやめましょう。
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～自転車安全利用五則～
①車道が原則 左側を通行
歩道は例外 歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を

守つて、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止

⑤ヘルメットを着用
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(―財)全日本交通安全協会、警察庁主催による「第64回交通安全国民運動中央大会」
が、本年 1月 16日 (人 )。 17日 (水)の両日東京都内において開催されました。 2日 目の
17日 は、文京区春日の文京シビックホール大ホールにおいて本会議が催され、秋篠宮皇嗣同
妃両殿下の御臨席のもと、内閣総理大臣をはじめ両院議長等の御来賓が出席される中、厳ブ〕`
に表彰式が執り行われ、警察庁長官ア)｀ら交通功労のあつた個人に対し、交通安全栄誉章「緑
十字金章・銀章」が、全日本交通安全協会会長から交通安全優良団体等に表彰状がそれぞれ
贈られました。

大分具ダD｀ら、交通栄誉章「緑十字金・銀章」に受章した方々は次のとおりです。

●交通栄誉章緑十字金章
◆交通安全功力者
◆l憂 良 運 転 者
●交通栄誉章緑十字銀革
◆交通安全功労者 杵築市
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初心者からベテランまで大分県内の各地ア)｀

らSR(セエフティーライダー)が参加します。

◆開催日時

春期 令不[6年 4月 21日 (日 )88寺 30分～
秋期 令和6年 9月 8日 (日 )8時30分～
◆開催場所

大ノ刀`市松岡大分県運転免許センター

◆主催・共催
・主催  (公貝オ)大分県交通安全協会
・共催 大分県警察
◆参加資格

県内在住の運転免許資格保有者

◆申込方法

大分県交通安全協会のHPをご覧ください。
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・
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期
）
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◇大会の目的

自転草競技を通じて、安全走行に関する矢[

識と技能を身につけさせるとともに、交通安

全についての興味と関心を高め、交通事故を

防止することを目的とします。

◇開催日時

令和6年 7月 6日 (土 )9B寺 30分～

攀開催場所

大分市 大分東部公民館
◇参加希望チーム

交通安全協会各支部へご相談ください。

県大会優勝チームは
全国大会出場資本各が

得られます。

鰺全国大会 (東京)

8月 7日 (水)

第
五
十
五
回
交
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全
こ
ど
も
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大
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募
集
！

峯義
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◆優 良 運 転 者

出席された大家様(左)石田様(右 )


